






















































　Buchananが，1957年CharlottevillのUniversity of VirginiaでG.Warren Nutterらと立ち上げた
公共選択研究センター（Thomas Jefferson Center for Studies in Political Economy and Social 
Philosophy）は，当時の経済学の支配的影響力に挑戦する意図を持って設立された研究所であり，




る『合意の計算』（The Calculus of Consent）は，主として1959-60年に書かれた。彼らは，『合




































幸運にも，1968年，Gordon Tullockが，BlacksbergのVirginia Polytechnic Instituteで公共選択

























Tullockによってまとめられ，『アナーキー理論の探求』（Explorations in the Theory of Anarchy, 





大な刺激を与え，彼のもっとも重要な研究成果のひとつである『自由の限界』（The Limits of 












Karen I.Vaughnが交渉役となり，FairfaxにあるGeorge Mason Universityに公共選択センター






















由の限界』（The Limits of Liberty）は，アナーキー状態から合意に基づく社会契約によって国
家が形成されるとしても，一方で “統治されることのパラドックス”， “処罰のディレンマ”，“リ
ヴァイアサンの脅威” に直面するという “ディレンマ” にどのように立ち向かうことができるか，
を論じた労作である。換言すれば，立憲的民主主義という枠組みのなかで，1960年代のアメリカ

























































































　さらに，Buchananはこうした主張の延長として，経済学は ʻものʼ と ʻひとʼ との関係を分析
対象とする ʻ資源配分の理論ʼ ではなく，ひととひととの関係を対象とする ʻ市場の理論ʼ を中心
に置くべきであるという。
　こうしたBuchananの主張は，彼の主観主義の立場から導かれ，主観主義の立場からすれば，
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